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図７並列つなぎ「予想」の自己組織化マップ 図９並Fllつなぎlわﾜ０１つたとこと」の自己組織化マップ
とがわかる。しかし、どちらのつなぎ方におい
ても、実験結果からわかったことについては抵
抗と電流の強さ、さらに豆電球の明るさなど、
それぞれの関連についての記述は弱く、とくに
並列つなぎにおいてはそれが顕著であるといえ
る。
おいて、「抵抗が大きく暗くなる」という記述が
多いが､自己組織化マップにおいても､｢大きい」
と「抵抗」が近くに配置されている。同様に、
並列つなぎの予想、直列つなぎと並列つなぎの
わかったことについても、定性的に分析した結
果と自己組織化マップで示された単語の関連に
は一致が認められる。また、定性的な分析にお
いて現象と根拠の関連を書いている生徒は半数
と少なかった。このことについて、自己組織化
マップでは、図９の並列つなぎでみられるよう
3．自己組織化マップの妥当性の検討
定性的な分析結果と自己組織化マップの結果
を比較すると、たとえば、直列つなぎの予想に
松原道男：自己組織化マップを用いた生徒の記述内容の分析 2７
に、「電流｣、「抵抗｣、「明るい」などの単語の関
連にはお互いに距離があり､現象を示す単語(た
とえば「明るい｣）と根拠を示す単語（たとえば
「抵抗｣)の関係性が十分でないことが示されて
いる。
以上のことから、自己組織化マップの分析に
おける単語の関連性の結果は、生徒の記述した
内容の定性的な分析結果と一致していると考え
られる。このことから、本研究における自己組
織化マップによる生徒の記述内容の分析には、
妥当性が認められると思われる。
今後、文章の構文についても考慮したデータ
から自己組織化マップを作成すれば、さらに詳
細な分析が可能になると考えられ、検討課題と
してあげられる。
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